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滝
頭
公
園
で
、12
月
12
日（
土
）に
開
催

さ
れ
た
野
球
教
室
に
、野
球
少
年
約

３
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、3
選
手
の
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
指
導
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。選
手
ら
は
、１
人
１
人
の
投

げ
方
を
見
て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、小
川
選
手
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
の
や
り

方
を
教
わ
っ
た
り
、秋
吉
選
手・石
山
選
手
へ
質

問
し
た
り
し
ま
し
た
。実
際
に
小
川
選
手
が
ス

ト
レ
ッ
チ
を
や
っ
て
み
せ
る
と
、股
関
節
の
柔
ら

か
さ
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、3
選
手
や
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

監
督
ら
に
よ
る
大
人
チ
ー
ム
対
子
ど
も
チ
ー

ム
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
選
手
は
、最
初
子
ど
も
の
投
球
ス
ピ
ー

ド
に
慣
れ
る
の
に
苦
戦
し
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、子
ど
も
た
ち
か
ら
の
大
声
援
を
受
け
、

中
盤
に
来
る
と
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
て
い
ま
し

た
。普
段
見
ら
れ
な
い
野
球
選
手
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
試
合
に
子
ど
も
も
観
客
も
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
野
球
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

か
ら
将
来
、プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
す
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
23
局
３
５
３
１

　

将
来
の
夢
は
、「
プ
ロ
野
球
選
手
」。そ
ん
な

子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
田
原
市
ふ
る
さ
と
大
使　

　
　

小
川
泰
弘
選
手
少
年
野
球
教
室
　

　
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
小
川
泰
弘
選
手
、
秋
吉
亮
選
手
、
石
山
泰
稚
選
手
に

よ
る
少
年
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
球
教
室
の
模
様
と
、
小
川
選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦ストレッチを教える小川選手

◦体幹について話す小川選手

◦ 3 選手を応援する子どもたち

◦子どもたちからの質問に答える秋吉・石山選手

未
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
に
聞
き
ま
し
た

赤羽根中2年
伊藤大貴くん
投球フォームを指
導してもらいまし
た。たくさん食べ
て筋肉をつけたい
です。

東部中2年
道﨑亮太くん
自分に足りないと
ころがバランスだ
とわかりました。
体幹を鍛えたいで
す。

福江スポーツ少年団
柴田紘希くん
キャッチボールは、
身体を使って大き
いフォームで投げ
ることを教わりま
した。

野田スポーツ少年団
白井雄登くん
けがをしないため
にストレッチが大
切だとわかりまし
た。毎日ストレッ
チします。

◦ミニゲームでヒットを放つ小川選手
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―
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て

　

け
が
な
く
過
ご
せ
た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。た
だ
投
球
に
ム
ラ
が
あ
っ
た
の
で
、

１
年
間
安
定
し
て
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　

チ
ー
ム
は
今
年
14
年
ぶ
り
に
優
勝
し
て
、

来
シ
ー
ズ
ン
最
下
位
で
は
み
っ
と
も
な
い
の

で
、も
ち
ろ
ん
次
も
、優
勝
・
日
本
一
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

―
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
？

　

母
か
ら
常
々
、「
基
本
が
大
事
、油
断
大
敵
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
時
も
、基
本
を

大
切
に
、丁
寧
に
野
球
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
、監
督
に
「
自
分
の
た
め
な
ら

限
界
が
あ
る
、人
の
た
め
な
ら
限
界
は
な
い
」

と
教
わ
り
ま
し
た
。自
分
の
た
め
に
戦
う
こ

と
も
大
切
だ
が
、周
り
で
支
え
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
報
わ
れ
る
に
は
、自
分
が
勝
つ
こ

と
し
か
な
い
と
思
い
、人
の
た
め
に
戦
う
こ

と
を
覚
え
ま
し
た
。

　

プ
ロ
に
な
っ
た
今
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
や
球
団
ス
タ
ッフ
の
た
め
に
戦
って
い
ま
す
。

―
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

私
が
、30
歳
に
な
る
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

野
球
が
競
技
に
入
る
こ
と
を
願
い
、そ
こ
に

向
け
て
、１
年
１
年
大
切
に
野
球
を
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

―
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

こ
れ
と
い
っ
て
特
別
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
野
球
界
に
い
る
限

り
、活
躍
す
る
こ
と
が
田
原
市
に
と
っ
て
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
し
っ
か
り
野
球
を
し
て
、第
一

線
で
戦
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、野
球
を
し
て
い
る
、し
て
い
な
い

に
関
わ
ら
ず
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。

次
は
、日
本
一
に
！

基
本
が
大
事

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い

　田原市はバレンタインデーに花を贈るフラワーバレンタイ
ンの普及に取り組んでいます。そのPRの一環として2/13
（土）午後6時から蔵王山展望台においてフラワーバレンタイン
のPRイベントを行います。
　イベントでは、渥美半島の花で飾ったフォトスポットで撮った
写真をSNSに載せてくれた方に、渥美半島の花をプレゼントし
ます。また、蔵王PanoramaCaféにスペシャルメニューが登場
したり、フルートの演奏者によるスペシャルコンサートを開催し
たりしますので、ぜひお越しください。

◉バレンタインデーに花を

19

▶農政課 ☎23局3517

1月の
リシアンサス
（花／出荷時期：10月～7月）

花色や花形も豊富な花で、
県内1位の生産量、約200
万本出荷されています。

花ことば
優美、希望

キンギョソウ
（鉢花／出荷時期：11月～4月）

花姿が金魚に似ている花
で、約10万鉢出荷されてい
ます。

花ことば
おしゃべり、でしゃばり

小
川
選
手
に
聞
き
ま
し
た
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地
域
の
話
題

和
地
校
区

地
域
で
で
き
る
災
害
時
の
対
応

巨
大
地
震
を
想
定
し
、応
急
給
水
活
動
を

「
共
助
」で
行
う
地
震
防
災
訓
練
を
行
っ
た

和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

断
水
被
害
に
備
え
て

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
域
的
な
断
水

被
害
報
道
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

人
が
生
き
て
い
く
上
で
、
水
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
和
地
校
区
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
は

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
巨
大
地
震
の
発
生

を
想
定
し
た
断
水
被
害
に
備
え
る
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

地
域
・
企
業
で
助
け
合
う
「
共
助
」

　

９
月
３
日
（
木
）
午
後
、
和
地
町
の
土

田
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
愛
知
県
企

業
庁
、
田
原
市
、
田
原
市
上
下
水
道
工
事

業
協
同
組
合
、
愛
知
水
道
協
会
、
和
地
校

区
（
和
地
・
一
色
・
土
田
各
自
治
会
と
老

人
会
な
ど
）
が
共
同
で
、
応
急
給
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
や
市
の
職
員
に
よ
り
、
国
道
42
号
に

あ
る
県
送
水
管
の
応
急
給
水
支
援
設
備
に

給
水
ホ
ー
ス
を
設
置
。
緊
急
の
給
水
栓
や

補
水
し
た
給
水
車
か
ら
の
給
水
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
中
、
見
慣
れ

な
い
器
具
な
ど
を
使
用
し
た
訓
練
で
あ
り

ま
し
た
が
、
県
・
市
・
水
道
業
者
と
協
力
・

連
携
し
、
各
自
手
際
よ
く
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
水
の
大
切
さ
を
改

め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
応
急
給
水
拠

点
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
や
市
が
行
う
災
害
対
策
に

も
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

防
災
フ
ァ
イ
ル
の
利
用

　

和
地
校
区
で
は
、
校
区
全
域
の
地
震
・

津
波
避
難
マ
ッ
プ
や
避
難
所
生
活
の
心

得
、
災
害
に
対
す
る
備
え
な
ど
の
資
料

を
入
れ
た
防
災
フ
ァ
イ
ル
を
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で
学

ん
だ
手
順
も
フ
ァ
イ
ル
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
ま
す
。

和
を
持
っ
た
地
区

　

和
地
校
区
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る「
自
助
」、地
域･

企
業
で
助
け
合
う「
共

助
」、
公
的
機
関
に
よ
る
「
公
助
」
の
連

携
の
中
で
災
害
対
応
力
の
強
化
に
努
め
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
事
態
が
起
こ
っ
て
も
地

域
の
み
ん
な
で
協
力
し
、
和
を
も
っ
て
対

応
で
き
る
連
携
力
の
強
い
校
区
で
す
。
今

後
も
「
こ
こ
に
い
れ
ば
安
心
」「
こ
こ
に

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り

を
さ
ら
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲小雨の中でしたが、47名が訓練に参加しました▲国道42号にある応急給水支援設備での訓練の様子

和地校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島

やぐま台 杉山

老津

259

42

42 和地市民館

259

渥美支所 赤羽根市民センター

伊良湖岬小

 ●給水車からの給水
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渥美虹の会市民活動紹介

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

東三河市民活動団体交流会イベント紹介

みんなで力を合わせてもっと楽しく！

渥美虹の会は、 障害児・者が地域社会の中で生き生きと生活
することを目的として「余暇支援」「療育支援」「福祉啓発」

「ボランティア」などの活動を行っています。
　余暇支援では、月2 回の和太鼓の練習と月１回のクラフト手芸
のかご作りを行い、季節の行事としてランチバイキング、日帰りバス
旅行、クリスマス会、餅つきなどを行っています。
　25 年前に、言語訓練の一端で「音節」や「順番を待つ」こ
とを身に付けるために始めた和太鼓は、余暇活動としての楽しみ
に変わり、そして「福祉啓発」や「ボランティア」として年に 5 回
以上の発表の場所をいただけるようになりました。講師の先生は、東栄町で活動している和太鼓集団「志多ら」の創設者、
吉村成太郎先生です。太鼓を打っている仲間同士が視線を合わせて心を通わすと気持ちが一つになれて、もっと楽しくなり
ます。
　会員の募集は常時、行っています。仲間づくりの場所として、お気軽にご参加ください。ボランティア参加も大歓迎です。
お問い合わせ  代表　北原初代　 090-9226-1977 35 局 6284

共感者が倍増する！プレゼン成功のコツ

東三河市民活動団体交流会は、東三河５市（田原、豊橋、豊川、蒲郡、新城）で活動する市民活動団体
が集まり、活動紹介や情報交換を行い、交流を深めるイベントです。効果的な PR 方法を学んだ

り、普段なかなか接することのない他市の市民活動団体と交流をしたりして、ご自身の活動に生かしてみません
か。ご参加お待ちしています。

「どすごいネット」では、東三河の市民活動団体の活動情報やボランティア募集情報を多数掲載しています。ぜひご覧くださ
い。 http://genki365.net/gnkh02/pub/index.php
お問い合わせ 　市民協働課

　　　　　　　　　　 ☎ 23 局 3504 23 局 0180 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

▲和太鼓の発表の様子

日時：3 ／ 5 土 13：30 ～ 16：30
場所：豊橋市民センター（豊橋市松葉町 2 丁目）
対象：どすごいネット（東三河市民活動情報サイト）登録団体（当日登録

も可）および市民活動やボランティアに興味のある方
講師：株式会社デンソー 坂元邦晴氏（前・認定ＮＰＯ法人アジア車いす交

流センター事務局長）
内容：多くの人の共感を呼ぶ PR 方法やプレゼン手法のコツを学ぶ講座を

開催し、ワークショップなどで参加者同士の交流を図ります。
定員：60 名（申込者多数の場合は抽選）
参加料：無料
申し込み：2 ／ 16 火までに電話またはＦＡＸ・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、

所属団体名［団体に所属していなければ不要］、住所、氏名、電話番号を明記）

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

88

　　待望の校歌と校章をお披露目

　４月に開校した伊良湖岬小学校に、待望の校歌と校章ができ、11月２日（月）に発表会
が行われました。子どもたちが名付けた会の名前は、「校歌・校章重大発表会」。
　初めに、校歌を作ってくださった『田原市ふるさと大使』の太田剣さん（サックス奏者）
から校長先生に、校歌と太田さんの思いを記した額が手渡されました。続いて、６年生が
校歌を披露。美しい伊良湖岬の風景を歌った１番と、友だちと校舎で過ごす喜びを歌っ
た２番の後、太田さんがサックスでジャズ風に校歌を演奏しました。３番は、優しさを未
来まで持ち続けてほしいという思いが込めら
れ、太田さんのサックスと６年生の歌声で共演
しました。ゆったりとした、歌いやすい歌です。
　また、校章は、旧３校（和地小・堀切小・伊良湖
小）を意識して３枚の葉と３つの波、統廃合が
予定されている伊良湖岬中学校の校章を残そ
うと「岬」の文字が入っています。
　最後に、新しい校旗を見ながら、全校児童で
校歌を歌いました。学校の校歌と校章が決ま
り、これから子どもたちがさらに団結してくれ
ることを期待しています。

みさきフェスティバル　『顔
が ん ば れ

晴』

　11月８日（日）、伊良湖岬中学校文化祭「みさきフェス
ティバル『顔晴』」を開催しました。午前中は、各クラス
の工夫を凝らしたお祭りイベントです。多くの小学生、
保護者などの参加があり、大賑わいでした。昼には、Ｐ
ＴＡ主催のフードコートやバザー販売が行われまし
た。フードコートでは、だんご、フランク、エクレアな
ど、ほとんどが完売しました。バザー販売では、時間前

から行列ができるほどの盛況で、こちらも商品が完売となり
ました。
　午後からはステージ発表。英語スピーチや海外派遣発表、Ｍ
ＰＧ（みさきパフォーマンスグランプリ）の発表を行いまし
た。ＭＰＧでは、多種多様な生徒たちのパフォーマンス（空手
の形、琴・ピアノ演奏、ダンス、お笑いなど）が披露されました。
　校区の皆さんの協力と参加のおかげで、生徒たちも晴れや
かな顔（顔晴）で活動していました。来年度も、多くの地域の
方に足を運んでいただけるよう努力していきたいと思いま
す。

伊良湖岬小学校　「新校歌・校章発表会」

伊良湖岬中学校　「文化祭」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「新校歌・校章発表会」と中学校での
「文化祭」の様子をご紹介します。

◦６年生と太田さんの共演

◦ＰＴＡによるフードコート

◦お祭りイベントの様子

平成 28 年 1 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

12

▲講師の人権擁護委員の話に聞きいる児童たち【写真は田原中部小】

　

人
権
週
間（
12
月
４
日
～
10
日
）に
合
わ
せ
、人
権

授
業
が
４
日
に
田
原
中
部
小
学
校
、７
日
に
福
江
高

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。田
原
中
部
小
学
校
で
は
、

２・４
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、紙
芝
居
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
の
教
材
で
、「
弱
い
者
い
じ
め
、嘘
つ
き
は
い
け
な
い
」

「
命
は
尊
い
」こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

命
の
尊
さ

み
ん
な
で
考
え
よ
う

12
月
４
日［
金
］

　

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会（
京
都
府
京
都
市［
12

／
20
］）に
出
場
を
決
め
た
岡
崎
学
園
高
校
の
伊
藤

早さ

き紀
さ
ん
、光
部
凪な
ぎ
さ沙
さ
ん（
い
ず
れ
も
同
校
３
年

／
赤
羽
根
中
出
身
）、川
口
桃も
も
か佳
さ
ん（
同
校
２
年

／
福
江
中
出
身
）が
市
役
所
を
訪
れ
、藤
井
副
市
長

と
花
井
教
育
長
に
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

都
大
路
で

た
す
き
を
つ
な
ぐ
！

12
月
10
日［
木
］

▲（写真前列左から）伊藤さん、光部さん、川口さん。副市長、教育長から「全国
の舞台でがんばって」と激励を受けました

　

農
村
輝
き
ネ
ッ
ト・あ
つ
み
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が

神
戸
市
民
館
で
開
催
さ
れ
、１
次
審
査
を
通
過
し
た

16
組
が
最
終
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。地
元
の
食
材
の

お
い
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
。今
年
は
１
２
２
点
の
応
募
が
あ
り
、優
秀

作
品
は
商
品
化
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
夫
を
凝
ら
し
て

も
っ
と
お
い
し
く
！

12
月
７
日［
月
］

▲審査の様子　【最優秀賞】［料理の部］あつみプロジェクトチーム／［スイー
ツの部］小田島真穂さん（西神戸町）
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4

◉事業系ごみとは
　事業を行う際に排出さ
れるごみのことです。会
社や工場・飲食店などか
ら出るごみや、農業・漁
業などで用いた資材など
が該当します。事業系ご
みは、法律で定められた
20 種類の産業廃棄物（廃油、廃プラスチック、
建築廃材など）と、それ以外の一般廃棄物（レス
トランから出る生ごみ、農業で使った紙袋など）
に分けられます。
◉ごみステーションについて
◦家庭ごみを出すところ
　ごみステーションは
日常生活に伴って発生
するごみを集めるとこ
ろです。事業系ごみは、
一般廃棄物収集運搬業
の許可を受けている業
者に依頼するなど、事業者の責任において適正に
処理しなければならないと法律で定められていま
す。わずかな量であってもごみステーションに事
業系ごみを出すと「不法投棄」とみなされ、市で
は収集を行いません。

◦自治会管理
　みなさんが利用し
ているごみステー
ションは各自治会が
管理しています。そ
のため、市外の方は
もちろん、その地区
以外の方がステー
ションを利用するこ
とはできません。
◉実際にステーションに出されていた事業系ごみ
　飲食店の残飯、結束用
のビニールバンド、電照
栽培用電球、農薬の空容
器、商品発送に使用した
発泡スチロールやダン
ボール、農業用ビニール
シート、ペンキの空き
缶などがあります。
　事業系ごみがごみス
テーションに出されてい
ると、適正に処理されな
いだけでなく、市民の迷
惑にもなるので、出さないようにしましょう。

▼廃棄物対策課☎ 23 局 3538

事業系ごみはステーションに出せません！

　
▪スプレー缶の出し方が変わりました
　家庭で穴を開けると、ガスコンロなどに引火して、火災・やけどな
どの危険な事態を招く恐れがあります。
　また、中身が残ったままごみに出すと、火災や爆発事故につながり
ます。
◦スプレー缶を出す際は、中身を使い切って、穴を開けずに空き缶の
　日に出してください。
※詳しくは、（一社）日本エアゾール協会のホームページ（http://www.aiaj.
or.jp/mechanism.html）を参考にしてください。

▲結束用ビニールバンド

▲農業用の網、ホースなど

平成 28 年 1 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 8 │



22

防
災
に
関
す
る
日

しろ
ちゃん

津
波
が
襲
っ
た
際
に
、
稲
に
火
を
付
け
て

暗
闇
の
中
で
逃
げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を

高
台
に
避
難
さ
せ
て
救
っ
た
「
稲
む
ら
の

火
」
の
逸
話
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

▪
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
（
１
月

17
日
）

　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
１
月
17

日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

教
訓
に
、
同
年
12
月
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
震
災
害
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
活
発
化
し
た
た
め
、「
日
本
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
認
識
を
深
め
、
災
害
へ
の
備
え

の
充
実
強
化
を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ
、

こ
の
日
を
中
心

に
、
１
月
15

～
21
日
が「
防

災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

今
回
は
過
去
に
起
き
た
災
害
を
教

訓
と
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い

る「
防
災
に
関
す
る
日
」に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

▪
防
災
の
日
（
９
月
１
日
）

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
９
月
１

日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、

災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
と
の
戒
め
を

こ
め
て
、昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
中
心
に
、
８
月
30
日
～
９
月

５
日
を
「
防
災
週
間
」
と
し
、
全
国
各

地
で
防
災
訓
練
や
防
災
に
関
す
る
イ
ベン

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
世
界
津
波
の
日
（
11
月
５
日
）

　

津
波
に
よ
る
被
害
か
ら
国
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
「
津
波
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
平
成
23
年
に
「
津

波
防
災
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
は
国
連
総
会
で
「
世
界
津

波
の
日
」
と
し
て
国
際
デ
ー
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
１
８
５
４
年
の
安
政
南

海
地
震
に
よ
り
、
和
歌
山
県
広
川
町
を

│ 9 │　　　　　　　　　　　　　平成 28 年 1 月15 日

の後田原市が引き継ぎ、平成17年に友好都市の再調
印を行いました。
◉昆山市訪問団が田原市を訪問
　昨年10月28日（水）～30日

（金）に、昆山市の訪問団6名
が田原市を訪れました。　
訪問中は、今後の中学生の
派遣について話し合ったほ
か、中学校の授業見学や渥
美病院の視察などを行いま
した。
　昆山市とは、行政関係者
の相互派遣や中学生海外交流などを通じ、今後も
友好関係を深めていきます。

▼政策推進課☎２３局３５０７

◉昆山市はこんなところ
　昆山市は、上海の北西約50㎞に位置し、面積は

931㎢、人口は
約165万人で
す。日本や台
湾をはじめと
する外国企業
が立地し、主
な産業は商工
業です。歴史
的には、三国
時代に呉の国

の中心地として繁栄した地でもあります。
◉友好都市提携のきっかけ
　平成15年に旧赤羽根町が友好都市提携を行い、そ

～国内外との交流・多文化共生～

友好都市　昆
こ ん

山
ざ ん

市
田原市の友好都市である中国の昆山市についてご紹介します

日本

広州

重慶

北京

大連

上海

瀋陽

香港

中 国

昆山

◦視察（渥美病院）の様子

◦授業見学（田原中）での昆山市訪問団の皆さん



防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
後
期
）

　

▼
応
募
資
格
＝
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方　

▼
試
験

日
＝【
第
1
次
試
験
】２
月
20
日（
土
）【
第

２
次
試
験
】
３
月
11
日
（
金
）　

▼
募
集

人
員
＝
【
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
】
約
10

名
【
理
工
学
専
攻
】
約
30
名　

▼
申
し
込

み
期
間
＝
１
月
20
日（
水
）～
29
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

（
〒
４
４
１

－

８
０
１
６
豊
橋
市
新
栄
町

南
小
向
41
）

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な

ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▪
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

◦
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
・
不
当
な
表
示
・
悪
質
商
法
・
生
活
必

需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・
情
報

提
供

◦
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答（
年
１
回
程
度
）

◦
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調
査

◦
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の

提
出

◦
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
の
提
供

◦
研
修
会
（
年
１
回
の
予
定
）
へ
の
出
席

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
公
職
者
を
除
く
）　

▼
任
期
＝
４
月
の
依

頼
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日　

▼
謝
礼
＝

年
額
２
５
０
０
円
以
内　

▼
申
し
込
み
＝

２
月
18
日（
木
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
ま
た

は
東
三
河
消
費
生
活
相
談
室
に
あ
る
申
込

用
紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
東
三
河
消
費
生
活
相
談
室

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/kenm

in/
shohiseikatsu/bout/m

onitor.htm
l/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
豊
橋

学
生

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
昭
和
31
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の（
満
60
歳
以
上
）の
方

（
過
去
に
在
籍
し
た
方
を
除
く
）　

▼
期
間

＝
４
月
１
日（
金
）～
平
成
29
年
3
月
の
全

30
日
間　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
文
化
教
養
学
科
90
人　

▼
授
業

料
＝
年
額
２
万
３
０
０
０
円（
予
定
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
12
日（
金
）ま
で
に
専

用
往
復
ハ
ガ
キ
を
郵
送　

▼
そ
の
他
＝
専

用
往
復
ハ
ガ
キ
は
、
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
と
も
に
高
齢
福
祉
課
、
田
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
配
布

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー　

☎（
０
５
２
）２
１
２
局
５
５
２
１

親
子
花
育
教
室
　
参
加
者

　

低
炭
素
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

で
栽
培
し
た
菊
を
利
用
し

て
の
「
親
子
花
育
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
田
原
市

低
炭
素
施
設
園
芸
づ
く
り
協
議
会
で
は
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
花
に
親
し
む

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
の
親
子　

▼
日
時
＝
２

月
27
日（
土
）【
午
前
の
部
】
午
前
10
時
～

11
時
30
分
【
午
後
の
部
】
午
後
１
時
30
分

～
３
時　

▼
場
所
＝
田
原
市
低
炭
素
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
（
田
原
市
大
久
保
町
）　

▼
内

容
＝
親
子
花
育
教
室
（
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
の
製
作
）　

▼
定
員
＝
【
午
前
の
部
】

15
組
【
午
後
の
部
】
15
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月

１
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
電
話
に
て
受
付

▼
田
原
市
低
炭
素
施
設
園
芸
づ
く
り
協
議

会
事
務
局（
田
原
市
産
業
振
興
部
農
政
課
）

☎
23
局
３
５
１
７生

活

LIFE

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

相
続
・
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

▼
日
時
＝
２
月
６
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時　

▼
内
容
＝
相
続
、
遺
言
、
成
年

後
見
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
司
法
書
士
が

電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。

◉
相
談
電
話
番
号（
当
日
限
り
）

☎
22
局
３
５
０
０

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）58
局
９
９
５
１
（
平
日
午

前
10
時
～
午
後
４
時
）

募
集

W
A
N
TED
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第
12
回
農
畜
産
物
フ
ェ
ア

～
食
べ
て
良
し
見
て
良
し
笑
顔
に
さ
せ
る

花
い
っ
ぱ
い
の
田
原
～

　

今
年
も
、
地
元
農
業
者
に
よ
る
自
慢
の

農
畜
産
物
即
売
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
渥
美
半
島
の
農
畜

産
物
を
使
っ
た「
バ
タ
ー
づ
く
り
」や「
ベ

ジ
エ
ー
ル
渥
美
の
食
育
コ
ー
ナ
ー
」
の
ほ

か
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
「
La
＊
花
ノ
た

み
」
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
７
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は

ら
サ
ン
テ
ド
ー
ム　

▼
内
容
＝
農
畜
産
物

の
即
売
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

バ
タ
ー
づ
く
り
、
凧
づ
く
り
、
餅
つ
き
、

地
元
農
産
物
を
使
っ
た
大
鍋
、
各
種
模
擬

店
、
イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
向
け
ゲ
ー
ム
、

農
産
物
加
工
品
販
売
な
ど

▼
農
業
者
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会　

田
原

ア
グ
リ
ベ
ー
ス
（
東
三
河
農
林
水
産
事
務

所
田
原
農
業
改
良
普
及
課
）

☎
22
局
０
３
８
１

23
局
１
３
０
４

絵
本
を
通
し
て
親
子
で
食
育

も
ぐ
も
ぐ
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
、
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
を
紹
介
し
、「
食
べ
る
」
大
切
さ
を

伝
え
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く

食
育
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
日

時
＝
２
月
19
日（
金
）午
前
10
時
30
分
～
11

時　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
の

へ
や　

▼
内
容
＝
「
お
や
お
や
、
お
や
さ

い
」
の
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ク
イ

ズ
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
不
要
／
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課　

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

再
就
職
を
目
指
す
女
性
の
た
め
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

愛
知
県
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
へ

の
不
安
や
悩
み
の
解
消
、
職
探
し
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
完
全
個
室
の
予
約
制
で
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
で
も
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
女
性
で
、
結
婚
・

出
産
・
育
児
な
ど
で
離
職
し
、
現
在
再
就

職
を
目
指
し
て
い
る
方　

▼
日
時
＝
２
月

18
日（
木
）①
午
後
１
時
～
②
午
後
２
時
～

③
午
後
３
時
～
※
１
名
50
分
程
度　

▼
場

所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー（
１
階
相
談
室
）

▼
託
児
＝
無
料
（
生
後
６
か
月
～
就
学
前

ま
で
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
12
日（
金
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
時
間
を
明
記
）
※
先
着
順
／

受
付
は
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
企
画
調
整
部
産
業

労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
２
５
８
２

（
０
５
３
２
）54
局
７
２
３
９

縦
覧

IS
P
EC
TIO
N
  FO

R
  P
U
B
LIC

田
原
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
見

直
し
案
な
ど

　

田
原
市
公
共
下
水
道
に
お
い
て
次
の
案

件
に
つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◦
田
原
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
見
直
し
案

　
（
予
測
人
口
の
見
直
し
）

◦
東
三
河
都
市
計
画
下
水
道
田
原
公
共
下

水
道
の
変
更
案
（
排
水
区
域
の
追
加
）

▼
縦
覧
期
間
＝
１
月
18
日（
月
）～
２
月
１

日（
月
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時

間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
下
水
道
課
（
市
役

所
北
庁
舎
２
階
）

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

　パブリックコメント手続制度に基づき、次の案件につ
いて意見を募集します。
より良いまちづくりのため、皆さんのご意見をお聞かせ
ください。

▪意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ ④Ｅメール
住所、氏名、電話番号を明記のうえ提出してください。

（個々のご意見には直接回答しません。）
▪計画案の公表場所
各案件の担当課、市役所情報広場、赤羽根市民センター
渥美支所地域課、中央図書館、市ホームページ
　  http://www.city.tahara.aichi.jp/

パブリックコメント意見募集！

▪田原市生涯学習振興計画案
　学ぶ機会や学びを活かす機会の充実などを通し
て、大人から子どもまで皆が「生きがい」や「張り合
い」を持って生活できる社会の実現のため、現行の

「田原市生涯学習推進計画」を見直し、「田原市生涯
学習振興計画」を策定します。
担当課▶文化生涯学習課 
　　　　☎23局3635  22局3811
　　　　 syogaku@city.tahara.aichi.jp

▶意見募集期間＝1月25日月～2月25日木
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田
原
萱
町
交
差
点
の
東
側
三
差
路
の
歩

道
内
に
、
旧
田
原
町
道
の
原
点
を
示
す
標

識
が
あ
り
ま
す
。
住
所
で
は
、
田
原
市
田

原
町
萱
町
七
四
番
地
四
の
南
側
に
当
た
り

ま
す
。
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
で
作
ら
れ
た
四
角
柱
に
、

田
原
町
道
路
元
標
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
元
標
は
、
道
路
の
路
線
の
起
点
や

終
点
を
表
示
す
る
た
め
の
標
識
で
、
大
正

８
年
（
１
９
１
９
）
に
制
定
さ
れ
た
旧
道

路
法
に
基
づ
き
、
各
市
町
村
が
市
町
村
道

の
起
点
を
示
す
も
の
と
し
て
設
置
を
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
道
路
元
標
の
大
き
さ

は
、
大
正
11
年
の
内
務
省
令
に
よ
っ
て
高

さ
60
㎝
、
幅
・
奥
行
き
は
25
㎝
と
決
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
市
町
村
間
の
距
離
算
定

の
基
準
点
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
た
め
、

市
街
地
の
中
心
地
で
、市
町
村
道
と
国
道
・

県
道
と
接
す
る
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）
制
定
の
道

路
法
に
は
、
道
路
元
標
の

設
置
義
務
が
な
い
た
め
、

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
道

路
元
標
が
取
り
壊
さ
れ
た

り
、
工
事
な
ど
で
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
設
置
さ

れ
た
当
時
、
約

１
万
２
０
０
０

の
市
町
村
が
あ

り
ま
し
た
が
、

市
町
村
合
併
が

進
ん
だ
現
在
、

そ
の
現
存
数
も

少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

旧
田
原
町
の

道
路
元
標
に
面

し
た
道
路
は
、
現
在
、
県
道
28
号
に
な
り

ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
国
道
２
５
９
号
で

し
た
。
こ
こ
か
ら
東
に
約
２
０
０
ｍ
進
む

と
、
船
で
田
原
へ
や
っ
て
来
る
人
が
到
着

す
る
船
倉
港
が
あ
り
、
田
原
藩
時
代
に
は

海
路
の
入
口
に
あ
た
り
ま
す
。
柳
町
に
は

田
原
市
の
道
路
元げ

ん
ぴ
ょ
う標

か
つ
て
「
木
戸
三
」
と
い
う
旅
館
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
旅
館
の
屋
号
は
、
田
原
城

下
町
へ
の
入
口
と
し
て
木
戸
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
元
標

が
あ
る
三
差
路
か
ら
北
へ
進
み
、
最
初
の

交
差
点
を
西
へ
直
角
に
曲
が
る
と
本
町

通
り
へ
続
き
ま
す
。
大
正
時
代
末
期
か
ら

昭
和
時
代
初
期
に
は
田
原
の
町
に
は
、
旅

館
・
料
理
屋
が
60
軒
以
上
あ
り
、
こ
の
周

辺
は
夜
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

道
路
の
変
更
に
よ
り
、
現
在
の
位
置
は

信
号
交
差
点
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
田

原
町
か
ら
田
原
市
と
な
り
、
あ
ま
り
目
立

た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
姿
は「
歴

史
の
生
き
証
人
」
で
す
。

（
鈴
木
）

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.802 平

成
28

年
1

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

●田原町道路元標

●道路元標交差点から北を見る

【
表
紙
の
写
真
】菜
の
花（
田
原
町
）

▼
元
日
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
で
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
連

覇
の
報
に
、
夢
や
元
気
を
も

ら
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
上
州
路
で
の
選
手
達

の
走
り
は
、
市
の
花
で
も
あ
る
菜
の

花
の
花
言
葉
「
活
発
」「
元
気
」
と

合
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
在
開
催
中

の
「
渥
美
半
島
菜
の
花
ま
つ
り
」
で
、

元
気
を
注
入
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
Ｈ
）
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